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本部・本社間において「2020年度年末手当」の第 2回団
体交渉が 11 月 6 日に行われました。詳しくは「東日本ユ
ニオン NEWS №254」をご参照ください。 
今回の交渉では組合員・社員の声をもとに「会社の持続

的成長に向けた投資と同時にＪＲ労働者にも投資をするべ
き」「経営側はＪＲ労働者の生活実態を直視し、もっと社員の声を聞くべ
き」「「要求満額回答」による「安定支給」を強く求めている」「業績悪化
を理由に年末手当だけを削減することは認められない」「2020年度年末手
当では「成績率」加算の適用を行うべきではない」などの声・要求を経営
側に伝え、満額回答を強く求めてきました。 
 
本部の「2020 年度年末手当シリーズ ～これが現場社員の声だ！～」

は 11月 10 日現在で 35号まで発行されています。長野地本においても「今
後の取り組みに向けたアンケート」や「座談会」「分会集会」の開催、こ
れから集会等の開催を予定している支部・分会もあります。年末手当の情
報も各支部・分会でたくさん発行されています。 
 
例年通りであれば「第 3回団体交渉」で「会社回答」が出されています。

これからが正念場です！「座談会」や「集会」、「檄布」、「檄色紙」の他、
本部交渉団や共に奮闘する仲間に“エール”や“率直な声”を届けるため、
［jrtuhonbu＠icloud.com（件名に年末手当要求と明記）］にメッセージを
送り続けましょう！みんなの声が団体交渉の力になります！ 
 
 
 

E-mail  naga-30-naga@hotmail.co.jp 


